
NO.107（13） 日 高 市 議 会 だ よ り
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常 任 委 員 会 行 政 視 察 研 修
　各常任委員会では、議会閉会中の所管事務調査の一環として、行政視察研修を実施しました。これは、毎年、先進自治体の事業、
施策等についての視察を行い、日高市への取り入れや応用の可能性を調査するなど、効率的な行財政運営に資するために実施
しているものです。

○
12
月
３
日
㈫　

�

議
案
第

61
号
・
令
和
元
年
度
日
高
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）、
議
案
第
62
号
・
令
和

元
年
度
日
高
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）、
議
案
第
67
号･

日
高

市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案

第
68
号
・
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
70

号
・
市
長
及
び
副
市
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第

71
号
・
教
育
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
議
案
第
72
号
・

日
高
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
議
案
第
73
号
・
日
高

市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
議
案
第
74
号
・

日
高
市
子
ど
も
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

○
12
月
４
日
㈬　

�

議
案
第

61
号
・
令
和
元
年
度
日
高
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）、
議
案
第
63
号
・
令
和

元
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩
駅

北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、

議
案
第
64
号
・
令
和
元
年
度

日
高
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）、
議
案
第

65
号
・
令
和
元
年
度
日
高
市

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
議
案
第
66
号
・

日
高
市
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
、
議
案
第
75

号
・
日
高
市
水
道
事
業
の
布

設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び

資
格
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案

第
76
号
・
日
高
市
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
議
案
第
77
号
・
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つい
て
審
査
し
ま
し
た
。

○
11
月
19
日
㈫　

12
月
定
例

会
の
会
期
及
び
議
会
の
運
営

等
に
関
す
る
調
査
を
し
ま
し

た
。

○
12
月
４
日
㈬　

議
案
第
69

号
・
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

○
12
月
10
日
㈫　

追
加
議
案

に
関
す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
㈬　

次
の
事
項

に
つ
い
て
市
長
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

○
日
高
市
商
工
会
に
よ
る
照

明
灯
設
置
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
台
風
第
19
号
へ

の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て

○
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
制
度
の
更
新
制
導
入
に
つ

い
て

　

11
月
19
日
㈫　

次
の
事
項

に
つ
い
て
市
長
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

○
議
会
の
議
員
及
び
市
長
等

の
期
末
手
当
の
改
定
に
つ
い

て○
市
職
員
の
給
料
月
額
及
び

諸
手
当
の
改
定
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
台
風
第
19
号
へ

の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て

○
卸
売
市
場
法
改
正
に
伴
う

川
越
総
合
卸
売
市
場
株
式
会

社
の
対
応
に
つ
い
て

○
日
高
市
立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
経
過
に
つ
い
て

○
（
仮
称
）
日
高
市
旭
ケ
丘

松
の
台
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

○
日
高
市
体
育
施
設
等
指
定

管
理
者
候
補
者
の
選
定
結
果

に
つ
い
て

　

11
月
26
日
付
け
で
、
稲
浦

巖
総
務
福
祉
常
任
委
員
会
委

員
長
か
ら
、
委
員
長
の
辞
職

願
が
提
出
さ
れ
、
同
日
、
総

務
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
会

し
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
同
委
員
会
に
お
い

て
新
た
に
橋
本
利
弘
副
委
員

長
が
委
員
長
に
、
和
田
貴
弘

委
員
が
副
委
員
長
に
、
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
及
び
副
委
員
長

交
代
の
お
知
ら
せ

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

10
月
24
日
㈭　

静
岡
県
牧
之
原
市

▼�

対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

平
成
17
年
、
合
併
に
よ
り
誕
生
し

た
牧
之
原
市
の
初
代
市
長
は
、
政
策

の
基
本
方
針
と
し
て
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
平
成
18
年
、
市

民
と
行
政
が
一
緒
に
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま

き
の
は
ら
」
を
開
設
し
た
。

　

さ
ら
に
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
地

域
住
民
の
対
話
の
場
と
し
て
、「
対

話
」、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
話

し
や
す
い
空
間
」
の
３
つ
を
基
本
原

則
と
し
た
「
男
女
協
働
サ
ロ
ン
」
の

開
設
へ
と
展
開
し
た
。
こ
こ
で
の

「
対
話
」
は
、
討
論
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）

の
よ
う
に
物
事
を
白
黒
は
っ
き
り
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
意
見
を

最
大
限
に
尊
重
し
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
た
新
た
な
解
決
策
を
導
く
ス
タ

イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

牧
之
原
市
で
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル

を
「
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
」、

「
総
合
計
画
」、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
」
等
の
策
定
や
地
域
の

課
題
解
決
の
た
め
の
「
地
域
の
絆
づ

く
り
事
業
」、「
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の
運
営
に
活
用

し
て
い
る
。


